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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

 
これまでの研究で、（１）野生種スイカに乾燥ストレスを施すと、急速に根を発達させること、

（２）この発達中の根のプロテオーム解析でDRIP-49 の発現などを見出した。このDRIP-49 はいまだ
に機能は不明であるが、これまで調べられたすべての植物で恒常的に発現している遺伝子である。
CaMV-35S プロモーター制御下にDRIP-49 をシロイヌナズナやタバコに導入した場合、発現量が野生
株やベクターコントロールのレベルの3 倍以上に到達した株においてのみ顕著な根の発達促進効果
が見出された。また、プレリミナリー実験では、この遺伝子をCaMV-35S プロモーター制御下にジャ
ガイモに導入した場合、地上部の葉の光合成速度が20％向上し、塊茎の重量はコントロールの2 倍以
上に増加した。そこで平成21 年度においては、これまでと同様にしてジャガイモの形質転換を行い
、これまで1ラインであった形質転換体を3ラインに増やした。これまでの解析の結果、遺伝子導入株
を生育させ、塊茎の芽から植物体を再生させ、安定的な形質として導入遺伝子を根で高発現している
株を選別した。 
 これらの複数系統を用い、筑波大学遺伝子実験センターとの共同で野外隔離圃場試験に向けた準備
に入る。 
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